幕末・維新の激動期を生きた一人の幕臣の生涯―林惟純（はやし　これずみ）の人生を辿る― by 長岡 壽男
大阪青山大学紀要　2018 11巻　41－ 54.






The life and times of a shogun retainer from the end of Japanese shogunate system to the 
Imperial Restoration: Following the life of Korezumi Hayashi
Hisao NAGAOKA
Osaka Aoyama Gakuen
Summary Korezumi Hayashi (1833-1896) lived during a very tumultuous time in Japanese history. In his youth, 
he studied Confucianism during the Japanese shogunate rule on the recommendation of the Aizu regime.  
He became a shogun retainer and worked under a senior statesman, Kaishu Katsu.
When the shogunate system collapsed, his life changed entirely. 
Under the reformation of the Meiji era, most of the former shogun retainers emigrated to Shizuoka where the 
Tokugawa family, former head of the feudal Japanese military government, had been transferred. Korezumi Hayashi 
also moved to Shizuoka and applied for work as a local offi cer and teacher in the new regional area. 
As some former shogun retainers could not adapt themselves to this change, it is said that Hayashi endeavored to 
support them.
He performed his duties with capability and was able to surmount many diffi culties according to the change in the 
time.
Keywords: The life and times of a shogun retainer, Bakumatsu(end of the Tokugawa Shogunate) and the Meiji 










































































































































































































































































































































慶応 3年 10月 14日 徳川慶喜大政奉還を上表。
　　　　　　  24日 慶喜、将軍職辞表提出。
        12月   8日 王政復古のクーデター。






　　　　 2月   9日 有栖川宮を東征大総督とする。
　　　　　　  12日 慶喜、上野寛永寺大慈院に謹慎。
　　　　 3月   1日 近藤勇ら甲陽鎮撫隊を率いて江戸を出る。
　　　　　　　13日 勝海舟・西郷隆盛会談。
　　　　4月 11日 江戸城開城。慶喜、水戸に向かう。









        11月   5日 松前城陥落。
　　　　　　　15日 軍艦開陽丸江差湾で座礁。
　　　　12月   5日 榎本政権誕生。
明治 2年 5月 11日 政府軍箱館占領。
　　　　　　　18日 五稜郭開城。戊辰戦争終る。
明治 3年 5月 15日 旧会津松平家が、斗南藩に移封される。
























































































































































































































































フェルプス（Almira Hart Lincoln Phelps, 1793-1884）

































































名称 個数 出土場所 時代・年代
黒曜石原石
（写真 1参照）
1 北海道遠軽町白滝出土 旧石器時代（後期）・前 18000年
細石刃 5 北海道置戸町置戸安住遺跡出土 同上
細石刃核 1 北海道遠軽町白滝第４・３０地点遺跡出土 同上
細石刃核 1 北海道置土町置土安住遺跡出土 同上
細石刃核 1 北海道遠軽町タチカリシベ出土 同上
尖頭器 1 北海道遠軽町留岡下社名渕遺跡出土 同上
彫器 1 北海道蘭越町立川遺跡出土 同上
削器 1 北海道遠軽町白滝出土 同上
搔器 2 北海道遠軽町出土 同上








































名称 個数 出土場所 時代・年代
有茎尖頭器
（写真 2参照）
1 北海道置戸町出土 旧石器時代（後期）・前 18000年
彫器 1 北海道置戸町出土 旧石器時代（後期）・前 18000年
掻器
（写真 3参照）
2 北海道置戸町出土 旧石器時代（後期）・前 18000年
細石刃 5 北海道蘭越町　立川遺跡 A地点出土 旧石器時代（後期）・前 18000年
注：東京国立博物館ホーム・ページより筆者編集。
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  (2) 1858年日米修好通商条約の締結に当たり、井伊
直弼大老は、独断でハリスの申し出でを受けて調
印した。松本健一 (1998) p.151-152参照。





に有利に働いた。松本健一 (1998) p.180-183 参照。
  (4) 納富介次郎 (1844-1918)　工芸家、教育者。明治
の時代から、金沢、高岡、高松、有田などに工芸
学校を設立し、校長を務めている。
  (5) アヘン戦争（1840-1842）は、清朝の阿片禁輸措
置からイギリスと清朝との間でおこった戦争。











  (8) 藩祖保科正之は、徳川家康の孫、三代将軍徳川家
光の実弟である。星亮一 (2017)　p.45参照。






































































(22) 女子留学生は、吉益亮子 15歳、上田貞子 15歳、











(24) 川嶌眞人ほか (2009) p.352-359参照。
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